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る
。
わ
れ
わ
れ
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
タ
ー
は
「
お
客
さ
ま
の
思

い
」
と
「
保
険
会
社
の
思

い
」
が
交
差
す
る
地
点
で
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
難
し
さ

と
同
時
に
大
き
な
や
り
が
い

が
あ
る
と
今
井
氏
は
述
べ

た
。

　
査
定
基
準
に
は
、
不
変
的

な
要
素
と
、
社
会
情
勢
・
医

療
の
進
歩
に
応
じ
て
変
化
す

る
要
素
が
あ
る
。
た
と
え
ば

糖
尿
病
は
、
か
つ
て
加
入
が

困
難
な
疾
病
と
み
な
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
合
併
症
リ

ス
ク
が
低
け
れ
ば
引
受
範
囲

が
拡
大
し
て
い
る
。
病
名
の

み
で
一
律
に
判
断
せ
ず
、
治

療
内
容
や
管
理
状
況
に
応
じ

て
柔
軟
に
査
定
す
る
姿
勢
が

重
要
だ
と
し
た
。
ま
た
、
過

去
の
査
定
基
準
を
振
り
返

り
、
引
受
拡
大
の
変
遷
を
理

解
す
る
こ
と
も
有
意
義
と
の

提
言
が
あ
っ
た
。

　「
引
受
査
定
と
支
払
査
定

の
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
両

者
が
表
裏
一

体
の
関
係
に

あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ

た
。
国
際
疾

病
分
類
（
Ｉ

Ｃ
Ｄ
）
の
改

訂
等
で
支
払

要
件
が
変
化
す
れ
ば
、
引
受

基
準
も
影
響
を
受
け
得
る
。

日
頃
か
ら
情
報
交
換
の
場
を

設
け
、
双
方
の
着
眼
点
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
迅
速
で
納

得
感
の
高
い
業
務
運
営
に
つ

な
が
る
と
し
た
。

　「
最
新
医
学
情
報
の
収
集

方
法
」
で
は
、
今
井
氏
が

「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
」
の
メ

ー
ル
配
信
や
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
・

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
な
ど
海
外
医
学
雑

誌
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
定
期
的
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。
重
要
な
の
は
情
報

源
そ
の
も
の
よ
り
、
「
質
の

高
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
逃
さ
な

い
た
め
の
基
礎
知
識
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
で
あ
る
と
し
、

「
国
民
衛
生
の
動
向
」
や
図

説
版
の
活
用
、
厚
生
労
働
省

の
最
新
公
表
資
料
の
確
認
な

ど
、
医
療
・
社
会
に
関
す
る

基
礎
知
識
と
ア
ン
テ
ナ
の
精

度
を
保
つ
工
夫
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　「
健
診
書
扱
い
の
推
進
・

医
師
扱
い
」
で
は
、
健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
扱
い
が
コ
ス
ト

や
情
報
量
の
面
か
ら
推
進
さ

れ
る
一
方
、
医
師
扱
い
に

は
、
手
術
痕
や
一
般
健
診
で

は
実
施
さ
れ
な
い
検
査
（
例

：
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）
な

ど
、
健
診
で
は
得
に
く
い
情

報
を
把
握
で
き
る
利
点
が
あ

る
と
説
明
し
た
。
た
だ
し
医

師
扱
い
は
、
診
査
医
の
考
え

方
に
大
き
く
依
存
す
る
た

め
、
診
査
の
質
の
均
一
化
が

難
し
い
課
題
も
あ
る
。
保
険

引
受
査
定
に
必
要
な
情
報
を

収
集
す
る
「
診
査
」
で
あ
る

こ
と
を
医
師
と
共
有
し
、
目

的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

ス
ム
ー
ズ
な
査
定
・
早
期
成

立
と
顧
客
満
足
度
向
上
が
期

待
で
き
る
と
し
た
。

　「
今
後
10
年
で
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
起
こ
り
う

る
変
革
」
で
は
、
ま
ず
現
在

の
延
長
線
上
の
変
化
と
し

て
、
「
働
き
方
」
と
「
販
売

面
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
働
き

方
で
は
リ
モ
ー
ト
勤
務
が
一

般
的
な
も
の
と
な
り
、
販
売

面
で
は
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ

り
、
提
案
・
申
込
・
診
査
・

契
約
が
一
体
的
な
プ
ロ
セ
ス

と
な
り
、
告
知
完
了
と
ほ
ぼ

同
時
に
査
定
結
果
が
出
力
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
現
実
味
を
帯

び
て
く
る
と
語
ら
れ
た
。

　
一
方
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
を
伴
う
変
化
と
し
て
、

「
お
客
さ
ま
の
健
康
情
報
を

収
集
す
る
手
段
」
と
「
そ
れ

を
評
価
す
る
基
準
」
が
大
き

く
変
わ
る
可
能
性
に
も
言
及

し
た
。
２
０
２
５
年
大
阪
万

博
の
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ

リ
オ
ン
に
出
展
し
た
「
カ
ラ

ダ
測
定
ポ
ッ
ド
」
の
よ
う

に
、
非
侵
襲
的
に
多
様
な
健

康
情
報
を
計
測
す
る
技
術
が

進
化
し
、
10
年
後
に
は
医
師

不
足
を
補
完
す
る
レ
ベ
ル
の

技
術
や
新
た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
登
場
が
期
待
さ

れ
る
と
し
た
。

　
た
だ
し
Ａ
Ｉ
活
用
が
進
ん

で
も
、
告
知
内
容
の
矛
盾
の

発
見
や
最
終
判
断
・
責
任
は

人
間
が
担
う
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ

ー
は
完
全
に
置
き
換
わ
る
の

で
は
な
く
、
業
務
の
手
段
や

形
態
が
変
わ
る
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
な
か
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
は
今
後
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
と
強
調

し
た
。

　
総
括
と
し
て
、
本
講
習
会

で
は
、
過
小
告
知
へ
の
対

応
、
医
療
の
進
歩
へ
の
適

応
、
引
受
と
支
払
の
連
携
、

今
後
の
業
務
の
方
向
性
な

ど
、
実
務
に
直
結
す
る
論
点

が
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
は
、
医
療
・
社
会
の
変
化

と
と
も
に
進
化
し
続
け
る
専

門
領
域
で
あ
り
、
「
傷
病
別

ス
ト
ー
リ
ー
の
理
解
」
「
他

部
門
と
の
連
携
」
「
視
点
を

切
り
替
え
る
柔
軟
性
」
が
一

層
重
要
に
な
る
こ
と
が
参
加

者
間
で
共
有
さ
れ
た
。

　（
文
責
：
住
友
生
命
契
約

審
査
部
契
約
決
定
室
　
青
山

理
恵
）

　
は
じ
め
に
「
が
ん
告
知
等

の
過
小
告
知
」
に
つ
い
て
議

論
し
た
。
医
療
知
識
の
な
い

顧
客
が
常
に
正
確
な
医
学
用

語
で
告
知
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
告
知
病
名
と
実
際
の

治
療
経
過
に
齟
齬
（
そ
ご
）

が
生
じ
る
こ
と
は
少
な
く
な

い
。
今
井
氏
は
、
過
小
告
知

は
心
理
的
に
珍
し
い
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
矛
盾
に
査
定

者
が
気
付
け
る
か
が
重
要
だ

と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
傷
病
を
「
点
」
で
は
な

く
「
ス
ト
ー
リ
ー
（
発
症
・

診
断
・
治
療
経
過
）
」
と
し

て
捉
え
る
こ
と
を
重
視
す
べ

き
だ
と
し
た
。
典
型
的
な
経

過
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
乏

し
い
情
報
か
ら
で
も
過
小
告

知
や
進
行
度
合
い
を
推
測
し

や
す
く
な
り
、
査
定
へ
の
納

得
感
・
説
得
力
が
増
し
、
業

務
へ
の
自
信
に
も
つ
な
が
る

と
述
べ
た
。

　
次
に
「
糖
尿
病
：
告
知
内

容
と
投
薬
内
容
が
異
な
る
場

合
の
考
え
方
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
近
年
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
目
的
で
マ
ン
ジ
ャ
ロ
が
処

方
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

投
与
目
的
が
読
み
取
り
づ
ら

い
告
知
が
増
加
し
て
い
る
。

適
切
な
査
定
の
た
め
に
は
、

糖
尿
病
か
否
か
を
判
断
で
き

る
資
料
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
等
）

の
確
認
が
不
可
欠
で
あ
る
。

か
つ
て
は
「
病
気
の
人
だ
け

が
保
険
診
療
を
受
け
る
」
こ

と
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
現

在
は
自
由
診
療
等
を
通
じ
医

療
が
多
様
化
・
高
度
化
し
て

お
り
、
そ
の
変
化
が
査
定
実

務
に
も
影
響
し
て
い
る
。
病

名
だ
け
に
依
拠
せ
ず
、
治
療

内
容
や
投
薬
の
背
景
も
踏
ま

え
た
総
合
評
価
が
求
め
ら
れ

る
と
し
た
。

　「
査
定
者
自
身
の
健
康
管

理
」
に
つ
い
て
は
、
長
時
間

同
一
姿
勢
に
な
り
や
す
い
業

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
軽
い

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

や
、
昼
休
み
に
外
へ
出
て
景

色
を
眺
め
る
な
ど
、
意
識
的

な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
必
要
性

が
共
有
さ
れ
た
。

　
ま
た
「
上
級
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
の
成
長
ポ
イ

ン
ト
」
と
し
て
、
営
業
拠
点

・
代
理
店
・
支
払
部
門
な
ど

他
部
門
と
の
直
接
対
話
の
機

会
を
持
つ
こ
と
の
有
効
性
が

示
さ
れ
た
。
自
ら
の
業
務
を

「
反
対
側
」
か
ら
眺
め
る
こ

と
で
契
約
一
件
ご
と
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
立
体
的
に
見
え
、

視
野
が
広
が
る
こ
と
が
、
柔

軟
な
査
定
判
断
に
も
つ
な
が

る
と
し
た
。

　「
三
大
疾
病
商
品
の
支
払

範
囲
拡
大
に
伴
う
引
受
査
定

で
の
留
意
点
」
に
つ
い
て

は
、
各
社
で
支
払
範
囲
が
拡

大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
紹
介

し
た
。
従
来
、
多
く
の
三
大

疾
病
は
自
覚
症
状
を
契
機
に

進
行
し
た
段
階
で
発
見
さ

れ
、
治
療
費
・
療
養
費
や
後

遺
症
に
よ
る
収
入
減
に
備
え

る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
っ

た
。
一
方
、
脳
ド
ッ
ク
や
が

ん
検
診
の
普
及
に
よ
り
、
未

破
裂
脳
動
脈
瘤
や
早
期
が
ん

な
ど
、
症
状
が
出
る
前
に
発

見
さ
れ
る
症
例
が
増
え
、
早

期
発
見
例
へ
の
保
険
金
支
払

い
も
増
加
し
て
い
る
。
支
払

範
囲
拡
大
は
引
受
基
準
の
厳

格
化
を
招
き
や
す
く
、
加
入

で
き
な
い
顧
客
が
増
え
苦
情

リ
ス
ク
が
高
ま
る
一
面
も
あ

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
２
月
19
日
、
第
87
回
教
育
講
習
会
「
査
定

医
の
相
談
室
２
」
を
開
催
し
た
。
前
回
（
第
84
回
教
育
講
習
会
「
査
定
医
の
相
談

室
」
）
に
続
き
、
講
師
に
日
本
生
命
契
約
部
契
約
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
主
任
査
定
医
長

の
今
井
理
氏
、
パ
ネ
ラ
ー
に
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
の
山
岸
正
樹
氏
と
、
エ
ヌ
エ
ヌ
生

命
の
吉
益
聖
子
氏
を
招
き
、
「
業
務
の
中
で
ふ
と
気
に
な
る
こ
と
」
や
「
他
の
人
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
知
り
た
い
こ
と
」
を
題
材
に
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
進
行
し
た
。

柔
軟
な
査
定
判
断
に
向
け
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
進
行

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
87
回
教
育
講
習
会

日
本
生
命
・
今
井
氏
に
よ
る「
査
定
医
の
相
談
室
２
」

本記事を執筆した青山氏


